
 

事業所自己評価・ミーティング様式  実施日 令和 7年 10月 28日（火） 

 

 

  １．初期支援（はじめのかかわり） 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
太田、山口、黒川、宗岡、堀河、森永、スシラ、

冨永、ウジャル、谷山、橋田、坂本、岡田 
 

 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 
3 人 6 人 3 人 人 12人 

 

前回の改善計画  

・新規のご利用者様が決まったら、ケアマネジャーが情報収取しおおまかなサービス内容を調整し、担当

者と具体的な訪問内容を決めていく。 

・サービス開始前にご家族様やご利用者様のニーズを把握し、全職員に情報共有する。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・新規のご利用者様が決まったら、ケアマネジャーが主となり、介護リーダーとおおまかなサービス内容 

 の調整はできた。 

・担当者が毎回訪問に行くわけではないので、具体的な訪問内容はケアマネジャーが決めることが多かっ

た。 

・サービス開始前にケアマネジャーはニーズの把握はできていたが、全職員に対しての情報提供が足りな

かった。 

 

※結果は下記の「できている点」と「できていない点」を参照。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人の情報やニーズについて、利用開始前

にミーティング等を通じて共有しています

か？ 

4 7 1  12 

② 
サービス利用時に、本人や家族・介護者が、

まず必要としている支援ができています

か？ 

 9 3  12 

③ 
本人がまだ慣れていない時期に、訪問や通

いでの声掛けや気遣いができていますか？ 

 

5 6 1  12 

④ 
本人を支えるために、家族・介護者の不安を

受け止め、関係づくりのための配慮をして

いますか？ 

 10 2  12 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

できている点  

・サービス利用開始直後などは積極的に声かけを行っている。 

・新規のご利用者様は申し送りやタブレットの写真や動画、サマリーなどで事前に情報収集し共有できて

いる。 

・サービス利用に慣れていない時期は声かけや様子を見守り、コミュニケーションをとるようにしている。 

・朝礼や終礼、申し送りノートなどを活用し共有できている。 

・通い、泊り、訪問に加え受診の送迎等、柔軟に対応している。 

・コミュニケーションや声かけは常に心がけている。 

・事前情報や実際に接して分かったことを他職員から聞いたり、伝えたりできている。 

・サービス開始初期は声かけを多くし、好みそうなレクリエーションの提供など行っている。 

・これまでの病歴や生活環境などを情報確認しコミュニケーションをとるようにしている。 

・ご利用者様が必要としている支援ができていると思う。 

・サービス利用時に排泄動作や入浴など、ご利用者様の状況をタブレットに入力したり、申し送りノート

に記入し情報共有できている。 

 

 

 

できていない点  

・基本情報による情報不足や、前もって（日時に余裕がない）情報を把握できていない。 

・新規の情報を直前に目を通したり、知りたい情報がなかったりする。 

・ご家族様のニーズが基本情報にないため分かりにくい。 

・ご家族様が県外の方や、近くに住まれていても関わることが少なかったり、独居の方で認知症の方など 

 本人が必要なサービスが分かり難いことがある。 

・ご家族様や、ご利用者様のニーズを全部が全部はできていない。 

・ご家族様とゆっくり話す時間がないため、ご家族の思いや考え、悩みなど理解する機会が少ない。 

・ご家族様やご本人様のニーズを事前には把握できないまま、サービスが開始されていることが多いと思

う。 

・担当が長く関わる時間が取れないこともあり、他職員からの情報共有が必要。 

・新規のご利用者様が続いた際、情報収集が追いつかず訪問内容が共有できておらず、混乱していることが

あった。 

・訪問する職員が勤務状況によりかたよりがあり、全職員が訪問内容を共有できていなかった。 

 

 

 

 

次回までの具体的な改善計画  

・訪問内容については、訪問した職員が気づいたことを担当者に伝え担当者とケアマネジャーとで調整を 

していく。 

・新規登録予定のご利用者様は朝礼や終礼で情報を発信し、各自で情報収集を行う。 

 

 

 



 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 7年 10月 28日（火） 

 

 

２．「～したい」の実現（自己実現の尊重） 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
太田、山口、黒川、宗岡、堀河、森永、スシラ、

冨永、ウジャル、谷山、橋田、坂本、岡田 
 

 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

   4 人 7 人 人 1 人 12人 

 

前回の改善計画  

・全体会議の中で月の担当者を決め、ご利用者様の「～したい」や困っていること、課題について話し 

合いを行う。 

・担当者はご利用者様の「～したい」について、ご利用者様の希望を確認する。 

・個別計画書は１つのファイルにまとめ、担当ご利用者以外の計画書も確認する。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・全体会議の中でご利用者様の困っていることや、課題についての話し合いはできたが「～したい」の 

話し合いについては少なかった。 

・担当者はご利用者様の「～したい」について普段の会話の中で確認できている。 

・個別計画書は１つのファイルにまとめている。 

 

※結果は下記の「できている点」と「できていない点」を参照。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
「本人の目標（ゴール）」がわかっています

か？ 

 

 9 3  12 

② 
本人の当面の目標「～したい」がわかってい

ますか？ 

 

2 6 4  12 

③ 
本人の当面の目標「～したい」を目指した

日々のかかわりができていますか？ 

 

1 6 5  12 

④ 
実践した（かかわった）内容をミーティング

で発言し、振り返り、次の対応に活かせてい

ますか？ 

2 8 1 1 12 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

できている点  

・全体会議の中で話し合いを行い、課題について話し合いを行っている。 

・ミーティングで日頃のケアで疑問に思ったり、改善した方が良い点を発言している。 

・ご利用者様のカルテなどで情報収集している。 

・時間を見つけてご利用者様の「～したい」などを理解し対応しようとしている。 

・他職員にどのように関わっているか、聞いて実行している。 

・毎月の会議で「～したい」等、数名のご利用者様を対象に話し合いより良いサービス提供のため報告、 

 意見交換する機会がある。 

・時間がある時は積極的に交流をとり話しをするようにしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

できていない点  

・ご利用者様の「～したい」については、ご利用者様自身への確認ができていなかった。 

・日頃のケアに追われ一人一人の「～したい」を理解できていない。 

・勤務の状況で全体会議に参加ができていない。 

・全ての目標を利用時に関わって行うことはできていない。 

・話し合いはできても、それを活かせていない。 

・全ご利用者様のその時、その時の目標を把握し対応することができていない時があった。 

・認知症のご利用者様は集中力が途切れ話が続かないこともある。 

・ご利用者様ご本人のゴールが曖昧な時もある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回までの具体的な改善計画  

・「～したい」の実現に向けて全体会議の中で話し合いの時間をつくる。 

・全体会議資料に次回の「～したい」のご利用者様を記入し、担当の方は会議までにご利用者様と話しを

して確認する。会議に出席できない場合はケアマネジャーに情報を伝えてもらう。 

 

 



 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 7年 10月 28日（火） 

 

 

  ３．日常生活の支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
太田、山口、黒川、宗岡、堀河、森永、スシラ、

冨永、ウジャル、谷山、橋田、坂本、岡田 
 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

1 人 6 人 4 人 1 人 12人 

 

前回の改善計画  

・ケアマネジャーが生活歴についてアセスメントを行い、その情報をもとに担当者が、以前の暮らし方に

ついてご利用者様から情報を収集する。 

・訪問内容の一覧表を全体会議の中で確認し、統一した日常生活の支援を行っていく。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・担当者で以前の暮らし方について情報収集できているが、他の職員との共有ができていなかった。 

・訪問内容の一覧表は作成できているが、全体会議の中での確認が不十分だった。 

 

※結果は下記の「できている点」と「できていない点」を参照。 

 
 

 

 

 

 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人の自宅での生活環境を理解するために

「以前の暮らし方」が 10 個以上把握でき

ていますか？ 

 1 9 2 12 

② 
本人の状況に合わせた食事や入浴、排せつ

等の基礎的な介護ができていますか？ 

 

5 7   12 

③ 
ミーティングにおいて、本人の声にならな

い声をチームで言語化できていますか？ 

 

1 7 3 1 12 

④ 
本人の気持ちや体調の変化に気づいたと

き、その都度共有していますか？ 

 

6 4 1 1 12 

⑤ 
共有された本人の気持ちや体調の変化に即

時的に支援できていますか？ 

 

3 6 2 1 12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

できている点  

・基礎的な介護はできている。 

・経口摂取が低下したり脱水の兆候が見られた場合は看護師として飲水摂取がしやすい形態やチェック

表、誤嚥防止の対策等を取っている。 

・ご利用者様の体調などの変化に気づいた時は看護師に報告し、タブレットに入力したり、朝礼 終礼で伝

えたりしてその都度共有し、それにともった支援ができている。 

・表情や声のトーンなど変化があればすぐに対応している。 

・タブレットや申し送りノート、ご本人とのコミュニケーション等から情報収集している。 

・変化や気付きは必ず報告している。 

・事業所内や送迎中、訪問中の気付きをケース入力したり看護師へ報告している。 

・ご本人の訴えや体調不良時はその都度ケース入力や申し送りを共有できており、必要に応じてご家族様

に伝えたり、病院受診など行えている。 

・その都度ご本人様からの訴えはくみ取り支援するようにしている。 

・ご利用者様の状況に変化がある時は、食事形態や提供方法を変更したり、移乗時に職員 2人で対応した

りと、その時々の状況に合わせて介護ができている。 

 

 

 

 

 

 

 

できていない点  

・ご本人の気持ちにきちんと寄り添えていない点が多いと思う。 

・ご利用者様全員の以前の暮らし方を 10個以上は把握できていない。 

・ご家族様とご利用者様が思う生活に違いがあったり、ご本人の気持ちが聞けないことや深く入り込めな

い時がある。 

・意思疎通が取れない時は、時間がかかってしまいご本人の集中力が欠けてしまう。 

・訪問内容の一覧表の確認ができていない。 

・必要な情報は頭に入れているが全てのご利用者様のことを把握できていない。 

 

 

 

 

 

次回までの具体的な改善計画  

・以前の暮らし方など、知りえた情報はカルテの中の用紙に記入して全職員で情報共有ができるようにす

る。 

・訪問内容を統一できるように全体会議の中で確認していく。 

 



 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 7年 10月 28日（火） 

 

 

  ４．地域での暮らしの支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
太田、山口、黒川、宗岡、堀河、森永、スシラ、

冨永、ウジャル、谷山、橋田、坂本、岡田 
 

 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

人 2 人 5 人 5 人 12人 

 

前回の改善計画  

・小島茂木包括支援センターが主催する地域ケア推進会議に参加し地域で、ご利用者様を支えられる 

 関係性をつくる。 

・新規の独居の方の利用があった場合は、担当の民生委員や近所の方との情報交換や情報共有を図る。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・地域ケア会議の開催はなく参加はできなかったが、地域のサロンや認知症カフェには参加できた。 

・民生委員や近所の方との交流ができ、訪問時などに情報交換ができた。 

 

※結果は下記の「できている点」と「できていない点」を参照。 

 
 

 

 

 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人のこれまでの生活スタイル・人間関係

等を理解していますか？ 

 

 4 6 2 12 

② 
本人と、家族・介護者や地域との関係が切れ

ないように支援していますか？ 

 

 5 5 2 12 

③ 
事業所が直接接していない時間に、本人が

どのように過ごしているか把握しています

か？ 

 3 6 3 12 

④ 
本人の今の暮らしに必要な民生委員や地域

の資源等を把握していますか？ 

 

 3 5 4 12 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

できている点  

・事業所として運営推進会議をしている。 

・独居利用者の場合は地域の方と協力して、安全に自宅で生活が送れるよう連携をとっている。 

・毎月認知症カフェにご利用者様 1人参加している。 

・送迎時や訪問時に帰省で帰って来られるご家族様とコミュニケーションをとり、情報収集を行い日々の 

 様子を伝えることができている。 

・面会時は日々の様子を伝えたり自宅での様子を聞いている。 

・訪問先で近所の方いる場合は積極的に挨拶をしている。 

・ご利用者様とコミュニケーションをとりながら生活スタイルや人間関係を知ろうとしている。 

・地域との関わりやご本人様の生活スタイルを理解している。 

・独居のご利用者様でご近所の方との交流の中で、職員にも情報提供や緊急時などの協力を得られた。 

 

 

 

 

 

 

できていない点  

・地域の方や民生委員の方との関りがない。 

・地域ケア推進会議に参加していない。 

・ご本人の体調や機嫌の善し悪しで必要以外の会話に繋げることが難しいことがある。 

・ご利用者様の今までの生活スタイルや人間関係を把握できていない。 

・独居の方は特にいつ転倒などしているが把握できない。 

 

 

 

次回までの具体的な改善計画  

・ご利用者様と職員と一緒に地域のサロンや認知症カフェ、地域の行事に積極的に参加する。 

・独居のご利用者様の担当民生委員や、近所の方との情報交換や情報共有を継続して地域との関係が切れ

ないようにする。 

 

 

 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 7年 10月 28日（火） 

 

 

  ５．多機能性ある柔軟な支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
太田、山口、黒川、宗岡、堀河、森永、スシラ、

冨永、ウジャル、谷山、橋田、坂本、岡田 
 

 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

1 人 ９人 1 人 1 人 １２人 

 

前回の改善計画  

・担当者は事業所のサービス以外に活用できる社会資源がないかをケアマネジャーと相談する。 

・ご利用者様の健康不安や天候災害に関わる避難等、ニーズに応じて柔軟にサービス調整を行う。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・当事業所のサービス以外に配食サービスやゴミの収集など利用できた。 

・体調不良時や臨時的な薬の管理が必要な場合、訪問日数を増やしたり宿泊サービスを追加したりと調整

ができた。 

 

※結果は下記の「できている点」と「できていない点」を参照。 

 
 

 

 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
自分たち事業所だけで支えようとせず、地

域の資源を使って支援していますか？ 

 

2 7 2 1 12 

② 
ニーズに応じて「通い」「訪問」「宿泊」が

妥当適切に提供されていますか？ 

 

4 7 1  12 

③ 
日々のかかわりや記録から本人の「変化」に

気づき、ミーティング等で共有することが

できていますか？ 

5 6  1 12 

④ 
その日・その時の本人の状態・ニーズに合わ

せて柔軟な支援ができていますか？ 

 

4 7 1  12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

できている点  

・体調不良がある場合は宿泊サービスを延長したり、薬管理が必要な場合も宿泊サービスを追加している。 

・体調の変化があれば必要に応じて、「訪問」「通い」「宿泊」を考えて対応している。 

・ご利用者様やご家族様のニーズに応じて柔軟な支援ができ、変化に気付いた時はタブレット、申し送り

ノート、朝礼や終礼などで情報共有できている。 

・ふれあいゴミ収集や配食弁当などの、社会資源を必要なご利用者様に対して活用できた。 

・長期宿泊が難しい時は同じ法人の他の事業所に相談して、対応することができた。 

・全体会議などで報告や意見を出すようにしている。 

・ご利用者様をみて言葉選びや言葉かけのタイミング、また対応する職員を交代するなど行っている。 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

できていない点  

・ご利用者様とご家族様のニーズの相違がありご利用者様ご本人がサービス頻度や内容に拒否することが

ある。 

・在宅生活が困難と思われるご利用者様がいるが、ミーティングで話題にしても現状を改善できていない。 

・状況によってはサービス調整が難しく対応できない時もある。 

・支援内容が多いご利用者様についてはご家族が求めているニーズが難しい時がある。 

・社会資源の理解や把握ができていない。 

・地域資源の利用が少ない。また地域とのかかわりが少ない。 

・職員間での伝達が上手くできていない時に異なる対応をしてしまう時がある。 

 

 

 

 

 

 

 

次回までの具体的な改善計画  

・地域の社会資源について勉強会を実施して、ご利用者様に合った地域の資源を紹介する。 

・ご利用者様の健康不安や天候災害の他、ご家族様の支援が難しい時はニーズに応じて柔軟なサービス 

調整を行う。 

 

 



 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 7年１０月２8日（火） 

 

 

  ６．連携・協働 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
太田、山口、黒川、宗岡、堀河、森永、スシラ、

冨永、ウジャル、谷山、橋田、坂本、岡田 
 

 

 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

２人 7 人 1 人 2 人 １２人 

 

前回の改善計画  

・感染状況を踏まえながら、地域の活動やイベントに職員が参加する。 

・感染状況を踏まえながら、季節行事であじさいとランタンへの外出行事を行う。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・回数は少ないが地域の活動やイベントに参加することができた。 

・外出行事ではあじさいドライブは実施できた。またランタンドライブを今後予定している。 

 

※結果は下記の「できている点」と「できていない点」を参照。 
 

 

 

 

 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
その他のサービス機関（医療機関、訪問看

護、福祉用具等の他事業所）との会議を行っ

ていますか？ 

2 1 3 6 12 

② 
自治体や地域包括支援センターとの会議に

参加していますか？ 

 

 1 2 9 12 

③ 
地域の各種機関・団体（自治会、町内会、婦

人会、消防団等）の活動やイベントに参加し

ていますか？ 

 2 2 8 12 

④ 
登録者以外の高齢者や子ども等の地域住民

が事業所を訪れますか？ 

 

 1 2 9 12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



できている点  

・担当者会議が必要な時に行われており職員も参加することができている。 

・オンラインでの担当者会議に時々参加できている。 

・季節行事であじさいドライブの外出行事ができた。また毎月の誕生日会、季節を感じられる行事はでき

ている。 

・特定のご利用者様と共に認知症カフェや学校主催のサロンに参加している。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

できていない点  

・地域のイベント情報などを把握できていない。 

・職員が地域の活動やイベントに参加できていない。 

・介護などは管理者が参加しているためできていない。 

・自治体や地域支援センターの会議やイベントに参加できていない。 

・地域の方との関りや、地域の方が事業所に訪れることは少ない。 

・登録者以外の高齢者の方や子供などに事業所に来てもらう機会が少ない。 

 

 

 

 

 

次回までの具体的な改善計画  

・地域の活動やイベントに職員が参加する。 

・AED 訓練や消火器訓練を実施する際は、開催することを自治会長へ伝え事業所に来てもらう機会を

増やす。 

 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 7年 10月２8日（火） 

 

 

  ７．運営 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
太田、山口、黒川、宗岡、堀河、森永、スシラ、

冨永、ウジャル、谷山、橋田、坂本、岡田 
 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

1 人 8 人 2 人 1 人 １２人 

 

前回の改善計画  

・全体会議等の機会を活用して、事業所のあり方やサービスについて話し合いを行う。 

・地域貢献として、今までの活動を継続しながらイベント等への参加を行う。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・全体会議などで気が付いたことやサービスについて話し合いはできていた。 

・白糸バス停周辺の掃除とバス通りの雑草とりを行った。 

 

※結果は下記の「できている点」と「できていない点」を参照。 

 
 

 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
事業所のあり方について、職員として意見

を言うことができていますか？ 

 

2 9  1 12 

② 
利用者、家族・介護者からの意見や苦情を運

営に反映していますか？ 

 

2 6 3 1 12 

③ 
地域の方からの意見や苦情を運営に反映し

ていますか？ 

 

 5 5 2 12 

④ 
地域に必要とされる拠点であるために、積

極的に地域と協働した取組みを行っていま

すか？ 

 4 3 5 12 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

できている点  

・業務改善を常に意識しており職員として意見を積極的に発言している。 

・運営推進会議の中で地域の方の意見を聞くことができている。 

・事業所周辺の掃除や草むしりなどを行っている。 

・毎月の会議でニーズや気付きについて話し合う機会がある。 

・特定のご利用者様と共に認知症カフェに参加している。 

・ご利用者様、ご家族様から意見や苦情があった場合はその都度管理者に報告し職員間で話し合い、その

内容を申し送りノートなど活用し伝えるようにしている。 

・全体会議や朝礼終礼を利用してその都度話し合い共有している。 

・疑問を感じたことをその場で、または全体会議などで相談や発言するようにしている。 

 

 

 

 

 

 

できていない点  

・地域のイベントに参加できていない。 

・日々の業務に追われて事業所周辺の掃除ができていない。 

・地域の方とは挨拶はできているがあまり接点がなく意見を聞くことができていない。 

・地域の方と積極的に一緒に活動する機会を持てていない。 

・地域の方と協働したイベントなどへ参加ができていない。 

・地域の方と協働した取り組みはできていない。 

 

 

 

 

 

 

次回までの具体的な改善計画  

・運営推進会議等地域の方やご利用者様、ご家族様からの意見や苦情を聞き取り運営に反映する。 

・地域貢献活動を継続しながら新たな要望などがないか確認する。 

 

 



 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 7年 10月２8日（火） 

 

 

  ８．質を向上するための取組み 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
太田、山口、黒川、宗岡、堀河、森永、スシラ、

冨永、ウジャル、谷山、橋田、坂本、岡田 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

人 11人 1 人 人 １２人 

 

前回の改善計画  

・小島茂木包括支援センター等が開催する地域連絡会や、研修会に管理者以外の職員が参加きるように 

 する。 

・ヒヤリハットを積極的に報告し、特に注意が必要な方は職員間で情報や対策を共有し介護事故に 

 繋がらないようにする。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・小規模連絡会や介護福祉士会、まちなかラウンジが開催する研修会に参加できた。また参加を予定して

いる。 

・ヒヤリハットを積極的に報告し、ヒヤリが続くご利用者様は全体会議の中で対策の検討をすることがで

きた。 

 

※結果は下記の「できている点」と「できていない点」を参照。 

 
 

 

 

 

 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
研修（職場内・職場外）を実施・参加してい

ますか 
 

3 8 1  12 

② 
資格取得やスキルアップのための研修に参

加できていますか 
 

2 4 4 2 12 

③ 
地域連絡会に参加していますか 
 
 

  2 10 12 

④ 
リスクマネジメントに取組んでいますか 
 
 

4 7 1  12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

できている点  

・小規模連絡会に参加した事業所との情報交換を行うことができた。 

・ヒヤリハットを積極的に報告し全体会議の中で対策など話し合いを行った。また意識付に取り組んでい

る。 

・全体会議の中で定期的に職場研修や勉強会があり参加している。 

・職員はそれぞれ e－ラーニングや Zoom研修に参加できている。 

・日頃からリスクマネジメントに取り組んでいる。 

・ヒヤリハットを報告し職員間で共有し事故防止に取り組んでいる。 

・事故防止を常に念頭に置いて業務を行っている。また常にリスクを想定し回避ができるように努めてい

る。 

・認知症介護実践者研修に参加している。 

・ヒヤリハットを年間１５０件以上を目指して小さなことでも報告するようにしている。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

できていない点  

・地域連絡会には管理者が参加しているためできていない。 

・研修に参加できているが、他の職員への伝達はできていない。 

・スキルアップのための研修に参加できていない。 

・個人的に外部研修は受けていない。 

・ヒヤリハットで同一のご利用者様の内容が繰り返し報告されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回までの具体的な改善計画  

・研修会、勉強会に参加した後は全体会議の中で情報伝達を行う。 

・ヒヤリハットが多く出るご利用者様は、職員間で情報や対策を共有し介護事故を未然に防ぐ。 

 

 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 7年 10月 28日（火） 

 

 

  ９．人権・プライバシー 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
太田、山口、黒川、宗岡、堀河、森永、スシラ、

冨永、ウジャル、谷山、橋田、坂本、岡田 
 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

4 人 ７人 1 人 人 １２人 

 

前回の改善計画  

・定期的に身体拘束、虐待防止週間を設けて職員間で不適切なケアにならないように意識する。 

・個人情報を申し送りや伝達する時は、周囲の状況に配慮した情報伝達を行う。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・身体拘束、虐待防止週間を毎月設けているので不適切なケアに繋がらないように意識できている。 

・排泄ケアに対しては、周囲の状況に配慮した情報伝達ができていた。 

 

※結果は下記の「できている点」と「できていない点」を参照。 

 
 

 

 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
身体拘束をしていない 

 

 

11  1  12 

② 
虐待は行われていない 

 

 

11 1   12 

③ 
プライバシーが守られている 

 

 

5 7   12 

④ 
必要な方に成年後見制度を活用している 

 

 

3 5 2 2 12 

⑤ 
適正な個人情報の管理ができている 

 

 

4 6 2  12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   



 
できている点  

・毎月虐待防止週間を設けて職員の意識向上を図っている。また自分自身気を付けるように意識できた。 

・身体拘束、虐待防止について事業所内で研修を行い参加できていない職員には資料を配布し身体拘束や、 

 虐待がないように意識している。 

・スピーチロックに対して声かけや言葉使いに注意するように標識を作成し、毎月第３週目に１週間 

ロッカーに貼り意識できている。 

・身体介助の際は言葉かけに十分気を付け取り組んでいる。 

・個人情報がある物は利用者様目につかないようにしている。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

できていない点  

・自分自身のアに注意することはできていたが、他職員に対して気付いたことを注意できなかった。 

・職員間の話しが利用者様に聞こえるのではないかと思う時がある。 

・申し送りなどで移設ケア時などは周囲に配慮できていない時がある。 

・高齢者は耳が遠いので人前で大きな声で排便確認を行っている。 

・成年後見制度について勉強不足のところがある。 

・ご利用者様から呼ばれてもすぐに対応できない時がある。 

・「ダメ」「ちょっと待って」の声かけをしてしまう時がある。 

 

 

 

 

 

 

 

次回までの具体的な改善計画  

・虐待防止週間を毎月設けてスピーチロックや不適切なケアならないように意識する。 

・個人情報を申し送りや伝達する時は、声の音量に注意するなど周囲の状況に配慮する。 

 

 


